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川崎のポテンシャル

人口の増加状況と将来推計
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出典：川崎市将来推計人口調査

（万人）

人口1人あたり課税対象所得額（平成18年度）
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元気都市かわさき

川崎市内製造品
出荷額の推移
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出典：工業統計調査（神奈川県）

川崎市内大型小売店
商品販売額
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出典：大型小売店統計調査（神奈川県）

川崎市内非居住用
建築着工床面積
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出典：建築統計年報（国土交通省）

川崎の強みを活かした取組を世界に発信

カーボンチャレンジ川崎エコ戦略
UNEPとの連携、NEDOとの連携
アジア起業家村構想

文化・スポーツでの明るい話題

音楽のまちの推進
北京オリンピック陸上代表選考会
スーパー陸上2008開催
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ハイテクラインのJR南武線の沿線には、
200を超える研究開発拠点が集積

元気都市かわさき～研究開発拠点の集積～

【マイコンシティ栗木地区】
　○研究開発型情報通信
　　ソフトウェア企業33社
　・麻生区栗木

【マイコンシティ南黒川地区】
　○マイコン関連企業　11社
　・麻生区南黒川

日立製作所：システム開発研究所
　・麻生区王禅寺

神奈川口

【ＫＳＰ（かながわサイエンスパーク）】
　・高津区坂戸
　○国内初の都市型サイエンスパーク
　○100社を超えるハイテクベンチャー企業群

富士通ゼネラル：本社
　・高津区末長

日本電気：
玉川ルネッサンスシティ／中央研究所
　・中原区下沼部

サントリー：商品開発センター
　・中原区今井上町

富士通：本社／富士通研究所
　・中原区上小田中

味の素：
各種開発センター／研究所
　・川崎区鈴木町

ＪＦＥ都市開発THINK
　○民間主導サイエンスパーク
　・川崎区南渡田町

ダウケミカル日本：
ダウ日本開発センター
　・川崎区浮島町

東芝：研究開発センター
　・幸区小向東芝町

パイオニア：開発拠点
　・幸区新川崎地区

キヤノン：研究所
　・幸区塚越

キヤノン：生産技術センター
　・幸区柳町

【新川崎・創造のもり】
　○ｹｲ･ｽｸｴｱﾀｳﾝｷｬﾝﾊﾟｽ：慶応大学先端研究の拠点
　○KBIC：かわさき新産業創造ｾﾝﾀｰ：ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾄ施設
　・幸区小倉

デル：日本法人本社
　・幸区堀川町

三菱ふそうトラック･バス：本社
　・幸区鹿島田
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臨海部の整備推進

対象地域

川崎殿町・大師河原地域

浜川崎駅周辺地域

水江町地内公共用地

環境分野等における先端技術の事業を行う者に

設備費等を助成（平成20～24年度）

イノベート川崎

（川崎市先端産業創出支援制度）

の創設

神奈川口構想

の推進

羽田側との連絡路等を整備するとともに、

羽田空港の対岸地域に新たな交流拠点を形成

戦略的なマネジメントにより
臨海部の再生、持続的発展をめざす

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

神奈川口

羽田
空港

新滑走路

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）
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基本構想と実行計画の2層構造
基本構想：活力とうるおいのあるまちづくりの基本目標設定
実行計画：政策体系ごとに各年度の具体的取組みを明示

これらの取組みにより川崎再生の姿を具体化し、
「元気都市かわさき」を市民の方々が日々の生活の中で実感できるものとなるよう、

引き続き市政運営に取り組んでいく

基本理念：
市民の、市民の手による、市民のための自治
基本原則：
市民との情報共有、市民の参加と市民との協働
取組概要：
区民会議の設置、住民投票制度創設に向けた検討

基本目標：「元気都市川崎」を実現する都市経営基盤の確立
取組期間：平成20年度～平成22年度
具体的取組
◆施策・制度の再構築 ◆補助助成金の見直し
◆入札契約制度改革 ◆債権確保策の強化
◆3年間で1,000人の職員削減 ◆区役所機能の強化
◆効率的な整備・運営手法の導入 等

新行財政改革プラン

新総合計画
川崎再生フロンティアプラン

自治基本条例

経営ビジョン～川崎再生の原動力となる3つの大きな枠組み～


